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史
観
第
一
七
六
冊
一
一
六
り
の
た
め
、
門
札
を
設
け
た
清
国
人
家
宅
に
日
本
人
巡
査
が
立
ち
入
り
、
清
国
人
を
連
行
し
た
事
件
が
発
生
し
た
。
清
国
領
事
は
、
こ
れ
を
門
札
制
度
を
破
っ
た
行
為
と
し
て
抗
議
し
た
。
日
本
側
は
、
雑
居
地
は
日
本
警
察
の
管
轄
下
に
あ
り
、
門
札
制
度
も
賭
博
・
衛
生
問
題
に
関
係
す
る
慣
行
に
過
ぎ
な
い
と
主
張
し
た
。
条
約
条
文
と
し
て
雑
居
地
の
日
本
警
察
権
を
制
約
す
る
規
定
が
な
い
限
り
、
巡
査
の
行
為
は
「
当
然
ノ
職
務
」
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
明
治
一
六
年
の
長
崎
阿
片
事
件
に
お
け
る
清
国
領
事
の
主
張
と
ま
っ
た
く
異
な
る
主
張
で
は
あ
る
も
の
の
、
条
約
規
定
の
な
い
こ
と
を
根
拠
と
し
た
点
で
論
理
的
な
類
似
性
が
う
か
が
え
る
。
　
条
約
励
行
論
に
よ
り
、
日
本
は
行
政
権
の
一
部
回
復
と
い
う
成
果
を
得
た
が
、
条
約
文
面
の
強
調
は
、
逆
に
外
国
人
に
与
え
ら
れ
た
条
約
上
の
権
利
を
保
障
す
る
論
理
に
も
な
っ
た
。
神
戸
で
日
本
側
が
強
調
し
た
警
察
権
の
行
使
が
、
「
我
国
支
配
ノ
地
」
で
あ
る
雑
居
地
に
限
ら
れ
て
行
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
条
約
励
行
論
の
両
面
性
を
示
し
て
い
る
。
居
留
地
で
の
治
外
法
権
的
な
状
況
や
、
領
事
裁
判
権
の
問
題
は
、
日
清
戦
争
の
勝
利
に
よ
る
日
本
の
優
越
的
な
地
位
が
確
保
さ
れ
る
ま
で
、
清
国
人
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
存
続
し
た
の
で
あ
る
。
地
域
医
療
・
福
祉
を
め
ぐ
る
模
索
　
　
―
一
九
六
〇
・
七
〇
年
代
の
都
市
近
郊
農
村
―
鬼　
嶋　
　
淳
　
本
報
告
は
、
首
都
圏
三
〇
キ
ロ
圏
内
に
位
置
し
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
か
ら
工
場
進
出
に
よ
る
開
発
が
進
ん
だ
埼
玉
県
入
間
郡
大
井
村
を
対
象
に
し
て
、
大
井
医
院
と
入
間
医
療
生
活
協
同
組
合
（
以
下
、
な
が
い
き
会
と
略
す
）
に
よ
る
地
域
医
療
・
地
域
福
祉
を
め
ぐ
る
運
動
を
検
討
し
た
。
特
に
朝
鮮
戦
争
期
、
一
九
五
〇
年
代
の
運
動
経
験
に
着
目
し
て
、
六
〇
年
代
の
都
市
近
郊
農
村
に
お
け
る
「
開
発
政
治
」
と
対
抗
す
る
主
体
形
成
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
　
高
岡
裕
之
が
日
本
の
医
療
・
福
祉
制
度
に
お
け
る
地
域
の
先
導
性
を
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
戦
後
日
本
社
会
を
検
討
す
る
際
、
地
域
の
医
療
・
福
祉
問
題
は
重
要
な
論
点
で
あ
る
。
近
年
、
高
度
成
長
期
の
日
本
社
会
像
に
関
し
て
多
様
な
研
究
が
進
ん
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
革
新
自
治
体
研
究
（
進
藤
兵
）、
団
地
自
治
会
な
ど
新
住
民
に
注
目
す
る
研
究
（
原
武
史
）、
地
域
に
お
け
る
公
害
被
害
者
運
動
、
住
民
運
動
を
分
析
し
た
荒
川
章
二
の
研
究
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
　
大
井
医
院
は
、
一
九
四
六
年
健
康
保
険
組
合
連
合
会
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
。
前
年
に
無
医
村
の
大
井
村
へ
疎
開
し
て
き
た
大
島
慶
一
郎
医
師
が
院
長
と
な
り
保
険
診
療
と
往
診
を
徹
底
し
て
、
村
民
か
ら
高
い
支
持
を
得
た
。
し
か
し
、
大
島
が
共
産
党
員
で
あ
っ
た
た
め
、
反
共
政
策
の
一
環
と
し
て
、
四
九
年
に
大
井
医
院
の
閉
鎖
が
通
知
さ
れ
た
。
以
後
、
大
島
ら
に
よ
っ
て
、
五
二
年
ま
二
〇
一
六
年
度
早
稲
田
大
学
史
学
会
大
会
報
告
一
一
七
で
閉
鎖
反
対
裁
判
闘
争
が
展
開
さ
れ
る
。
大
井
医
院
は
、
保
険
診
療
・
往
診
を
継
続
し
診
療
範
囲
を
拡
大
し
て
患
者
を
増
や
し
た
。
ま
た
、
患
者
・
利
用
者
は
大
井
医
院
を
守
る
（
買
い
取
る
）
た
め
に
入
間
地
方
健
康
を
守
る
会
を
結
成
し
た
。
共
産
党
の
組
織
で
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
大
井
医
院
の
診
療
実
績
が
重
視
さ
れ
た
。
大
島
は
、
朝
鮮
戦
争
期
の
反
共
政
策
に
対
し
て
、
地
域
の
健
康
を
守
る
立
場
を
強
調
し
、
診
療
活
動
へ
の
信
頼
を
基
盤
に
対
抗
し
た
。
結
局
裁
判
闘
争
は
、
大
島
側
が
診
療
所
を
買
い
取
る
こ
と
で
和
解
し
た
。
　
一
九
五
四
年
、
大
島
は
、
入
間
医
療
生
活
協
同
組
合
を
設
立
し
消
費
生
活
協
同
組
合
法
の
認
可
を
う
け
る
。
入
間
地
方
健
康
を
守
る
会
か
ら
人
的
連
続
性
を
も
ち
な
が
ら
、「
協
同
で
生
活
と
健
康
を
守
る
」
た
め
、
組
合
員
に
よ
る
診
療
所
経
営
を
目
指
し
た
。
診
療
の
充
実
・
拡
大
と
と
も
に
、
健
康
、
育
児
、
生
活
な
ど
の
相
談
事
業
、
社
会
保
障
制
度
の
改
善
運
動
へ
の
参
加
と
い
っ
た
幅
広
い
活
動
を
方
針
に
掲
げ
た
が
、
実
際
に
は
財
政
難
で
診
療
活
動
に
追
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
診
療
活
動
の
充
実
は
組
合
員
の
医
療
の
協
同
化
に
対
す
る
意
識
を
変
え
、
な
が
い
き
会
を
支
え
る
基
盤
を
つ
く
っ
た
。
　
隣
接
す
る
福
岡
町
に
大
規
模
団
地
が
造
成
さ
れ
都
市
化
が
進
む
と
、
大
井
医
院
は
、
一
九
六
一
年
福
岡
地
域
に
分
院
を
開
設
し
、
入
院
手
術
、
精
密
検
査
を
可
能
に
し
た
。
六
〇
年
代
前
半
に
福
岡
地
域
か
ら
の
患
者
数
が
激
増
し
財
政
的
に
安
定
し
た
。
新
た
な
問
題
を
抱
え
る
が
、
当
初
計
画
し
て
い
た
診
療
以
外
の
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
た
。
巡
回
健
康
診
断
、
団
地
で
の
乳
幼
児
検
診
、
村
会
へ
の
進
出
な
ど
で
あ
る
。
五
一
年
に
大
島
、
五
五
年
に
な
が
い
き
会
理
事
長
の
相
原
兼
吉
が
村
議
と
な
り
、
六
〇
年
代
に
大
島
は
県
議
へ
、
権
田
圭
助
事
務
長
、
大
海
そ
の
看
護
婦
長
が
村
議
に
当
選
す
る
。
　
大
井
医
院
・
な
が
い
き
会
を
活
動
の
拠
点
と
し
た
村
議
は
、
六
一
年
か
ら
国
民
健
康
保
険
給
付
率
の
引
き
上
げ
、
六
九
年
か
ら
老
人
医
療
費
無
料
化
に
取
り
組
ん
だ
。
な
が
い
き
会
で
の
署
名
運
動
や
、
議
会
、
町
長
な
ど
へ
の
陳
情
、
議
会
で
の
議
論
、
議
会
報
告
な
ど
に
尽
力
し
た
。
大
井
町
で
は
六
七
年
に
国
保
八
割
給
付
を
実
現
す
る
。
老
人
医
療
費
無
料
化
も
、
他
地
域
に
先
行
し
て
七
三
年
一
月
に
六
五
歳
以
上
へ
と
年
齢
を
引
き
下
げ
た
。
さ
ら
に
ゴ
ミ
処
理
、
公
害
対
策
（
大
井
医
院
・
な
が
い
き
会
に
よ
る
調
査
実
施
）、
町
営
保
育
所
開
設
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
　
大
井
医
院
・
な
が
い
き
会
に
集
ま
っ
た
人
び
と
は
、
高
度
成
長
期
、
急
速
な
都
市
化
の
な
か
で
、
地
域
の
経
済
成
長
、「
開
発
」
と
は
異
な
る
地
域
の
あ
り
方
を
示
し
た
。
こ
う
し
た
主
体
の
形
成
は
、
朝
鮮
戦
争
期
の
入
間
地
方
健
康
を
守
る
会
、
五
〇
年
代
の
な
が
い
き
会
に
よ
る
運
動
の
な
か
で
、
地
域
で
育
ま
れ
て
き
た
。
都
市
化
に
よ
る
新
住
民
が
も
た
ら
し
た
影
響
は
あ
る
が
、
従
来
の
運
動
を
基
盤
に
し
て
、
新
住
民
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
広
が
っ
た
地
域
の
運
動
が
も
っ
た
意
義
は
大
き
い
。
　
ま
た
、
保
守
勢
力
を
基
盤
に
当
選
し
た
駒
井
忠
光
町
長
が
、
七
〇
年
前
後
か
ら
保
守
系
議
員
の
批
判
を
受
け
つ
つ
も
共
産
党
議
員
か
ら
の
提
案
を
ふ
ま
え
、
社
会
福
祉
行
政
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
点
も
見
逃
せ
な
い
。
六
〇
年
代
の
地
域
構
想
を
め
ぐ
る
対
抗
を
経
て
、
七
〇
年
代
に
は
、
保
守
系
の
駒
井
町
長
と
日
本
共
産
党
・
大
井
医
院
・
な
が
い
き
会
の
勢
力
と
が
協
調
し
て
地
域
の
あ
り
方
を
構
想
し
た
。
史
観
第
一
七
六
冊
一
一
八
　
以
上
か
ら
考
え
る
と
、
高
度
成
長
期
の
地
域
社
会
に
つ
い
て
、
保
守
対
革
新
、
革
新
自
治
体
が
成
立
し
た
か
否
か
で
は
な
く
、
地
域
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
模
索
し
て
い
た
の
か
を
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
と
い
え
る
。
地
域
医
療
・
福
祉
政
策
を
推
進
し
た
主
体
の
五
〇
年
代
の
あ
り
方
を
問
う
こ
と
が
、
戦
後
日
本
社
会
の
形
成
を
考
え
る
際
に
重
要
な
論
点
と
な
る
。
〔
東
洋
史
部
会
〕
三
国
呉
の
孫
権
に
よ
る
馬
匹
獲
得
戦
略
伊
藤　
光
成
　
三
国
呉
の
初
代
皇
帝
で
あ
る
孫
権
に
よ
る
対
外
政
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
目
的
を
敵
対
す
る
魏
へ
の
牽
制
・
圧
力
に
位
置
づ
け
る
見
解
が
主
流
で
あ
っ
た
。
本
発
表
に
お
い
て
は
、
時
期
毎
の
対
外
政
策
方
針
の
変
遷
を
考
察
し
た
上
で
先
行
研
究
の
見
方
を
再
検
討
し
、
孫
権
の
対
外
政
策
に
お
い
て
、
実
際
は
馬
匹
の
入
手
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。
　
孫
権
は
、
敵
対
す
る
魏
の
勢
力
範
囲
で
あ
る
華
北
地
域
に
比
べ
て
、
馬
匹
の
入
手
が
難
し
い
江
南
地
域
を
根
拠
地
と
し
な
が
ら
も
、
当
時
の
情
勢
は
強
大
な
魏
に
対
抗
す
る
た
め
の
軍
備
の
増
強
を
要
求
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
馬
匹
獲
得
戦
略
が
対
外
政
策
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
孫
権
は
、
二
一
七
年
以
降
、
表
面
的
に
魏
に
臣
従
す
る
こ
と
で
馬
匹
の
入
手
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
と
共
に
、
二
一
〇
年
頃
か
ら
嶺
南
地
方
に
割
拠
し
て
い
た
士
燮
率
い
る
士
氏
政
権
を
服
属
さ
せ
、
士
氏
政
権
が
把
握
す
る
南
中
と
の
交
易
ル
ー
ト
を
経
由
し
て
南
方
か
ら
馬
匹
を
入
手
し
た
。
し
か
し
魏
と
の
関
係
は
蜀
漢
と
の
対
決
を
目
的
と
し
た
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
南
中
か
ら
の
ル
ー
ト
も
安
定
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
二
二
二
年
に
魏
と
の
断
交
を
決
め
た
後
、
孫
権
は
南
中
の
豪
族
た
ち
が
起
こ
し
た
蜀
漢
へ
の
反
乱
を
支
援
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
南
中
か
ら
の
大
量
・
安
定
的
な
馬
匹
供
給
を
狙
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
反
乱
は
内
訌
及
び
蜀
漢
の
諸
葛
亮
に
よ
る
出
兵
に
よ
り
失
敗
に
終
わ
っ
て
お
り
、
二
二
六
年
に
士
燮
も
死
去
し
た
た
め
、
南
中
と
の
繋
が
り
が
断
た
れ
る
こ
と
と
な
る
。
孫
権
は
二
二
八
年
頃
ま
で
に
嶺
南
地
方
の
直
接
支
配
を
目
指
し
て
士
氏
一
族
に
よ
る
叛
乱
を
鎮
圧
す
る
も
の
の
、
治
安
の
回
復
に
は
失
敗
し
た
。
こ
う
し
て
孫
権
は
新
た
な
馬
匹
入
手
ル
ー
ト
の
確
保
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
う
し
た
状
況
下
で
孫
権
が
注
目
し
た
の
が
、
遼
東
半
島
に
勢
力
を
築
い
て
い
た
公
孫
氏
政
権
で
あ
っ
た
。
孫
権
は
皇
帝
に
即
位
し
た
二
二
九
年
以
降
、
遼
東
太
守
公
孫
淵
に
対
し
て
関
係
構
築
を
求
め
る
使
者
を
連
年
派
遣
し
て
い
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
対
魏
牽
制
と
い
う
面
か
ら
孫
権
の
対
遼
東
政
策
を
位
置
づ
け
る
見
解
が
主
で
あ
っ
た
が
、
孫
権
の
遣
使
が
こ
の
時
期
か
ら
始
ま
る
理
由
は
、
馬
匹
の
入
手
と
い
う
目
的
を
考
慮
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
。
孫
権
は
公
孫
氏
政
権
と
の
間
に
同
盟
・
服
属
と
い
っ
た
政
治
的
関
係
を
持
た
な
い
交
易
